
49 「ポジティブ心理学」および
　「ポジティブなキリスト教人間論」の原理と方法

【
第
八
回
日
韓
神
学
者
学
術
会
議
】

「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
」
お
よ
び

　
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
」
の
原
理
と
方
法

（Positive Psychology and T
he M

ethods of C
hristian Positive A

nthropology

）

金　
　

道　

訓

ナ
グ
ネ
（
洛
雲
海
）
訳

Ⅰ
．
序
論

人
間
の
生
に
お
け
る
真
の
目
標
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
人
間
は
何
を
望
ん
で
生
き
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
幸
福
で
あ
り
、

豊
か
な
生
（flourishing life

）
で
あ
り
、
意
味
あ
る
生
（m

eaningful life

）
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
人
間
の
意
図
や
望
み
を
反
映
す

る
よ
う
に
、
心
理
学
の
分
野
で
は
人
間
の
幸
福
な
ら
び
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
〈w

ell-being

〉
を
学
問
の
核
心
と
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理

学
が
登
場
し
た
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
こ
れ
ま
で
の
二
〇
年
余
り
の
間
に
非
常
に
大
き
な
発
展
を
遂
げ
、
そ
れ
を
通
し
て
人
間
の
幸
福

な
ら
び
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
要
因
に
つ
い
て
の
深
い
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学

に
関
す
る
研
究
の
諸
主
題
が
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
諸
主
題
と
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
相
通
じ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
で

は
、
幸
福
、
感
謝
、
愛
、
希
望
そ
し
て
苦
難
の
克
服
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
生
の
意
味
や
よ
き
生
（good life

）
が
追
い
求
め
ら
れ
、
宗
教
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や
霊
性
の
よ
う
な
も
の
ま
で
も
が
人
間
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
寄
与
す
る
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
心
理
学
が
キ
リ
ス
ト
教
神
学
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
と
深
い
次
元
で
対
話
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め

か
、
近
頃
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
と
神
学
と
の
間
で
い
く
つ
も
の
対
話
が
起
こ
っ
て
お
り
、
ま
た
そ
う
し
た
対
話
が
急
速
に
進
展
し
つ
つ

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
の
雰
囲
気
に
つ
い
て
、
ビ
ー
リ
ー
（C

hr. B
eeley

）
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。「
人
間
の
フ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ン

グ
（flourishing
）
に
関
す
る
探
求
は
、
近
年
、
人
々
の
間
で
相
当
大
き
な
関
心
の
的
と
な
っ
て
き
た
。
フ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ン
グ
と
い
う
言
葉

に
つ
い
て
、
あ
る
人
々
は
こ
れ
を
古
典
的
哲
学
用
語
の
ユ
ー
ダ
イ
モ
ニ
ア
の
翻
訳
語
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
あ
る
人
々
は
こ
の
用
語
を
、
文

化
や
理
念
ま
た
学
問
間
の
境
界
を
越
え
た
、
多
様
な
生
に
お
け
る
諸
々
の
良
き
点
に
つ
い
て
語
る
様
式
と
考
え
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
神
学

者
た
ち
も
、
私
的
に
あ
る
い
は
公
的
に
、
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
に
対
す
る
探
求
に
寄
与
し
得
る
よ
う
な
新
し
い
道
の
発
見
と
い
う
も
の
が
可
能
で

あ
ろ
う
と
の
希
望
を
も
っ
て
、
こ
う
し
た
対
話
に
参
与
し
て
き
た
）
1
（

」。
エ
レ
ン
・
チ
ャ
リ
ー
（E

llen C
harry

）
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
と

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
対
話
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
友
情
で
つ
な
が
っ
た
二
人
の
友
人
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
す
る
よ
う
な
も
の
と
喩
え
る
ほ
ど

に
、
二
つ
の
学
問
間
の
対
話
を
肯
定
的
に
注
視
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
フ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ン
グ
に
対
す
る
人
間
の
二
つ
の
接
近
法
と
し
て
、
神

学
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
間
に
は
相
互
に
異
な
る
点
や
領
域
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
は
互
い
に
互
い
を
開
い
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る
）
2
（

。
そ
れ
で
、
筆
者
も
こ
う
し
た
対
話
に
身
を
投
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
対
話
を
筆
者
は
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

〈
肯
定
〉
神
学
」
運
動
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
運
動
へ
の
参
与
と
し
て
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
神
学
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
諸
文

書
を
発
表
し
て
き
た
。
こ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
論
も
、
や
は
り
こ
う
し
た
運
動
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

拙
稿
は
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
」
に
つ
い
て
の
試
み
で
あ
る
。
拙
稿
を
展
開
す
る
中
で
、
筆
者
は
ま
ず
最
新
の
学
問
と
し

て
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
を
概
略
的
に
紹
介
し
、
そ
こ
に
現
れ
た
諸
主
題
や
諸
発
見
が
新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
の
発
展
の
た
め
に
ど

れ
ほ
ど
大
き
な
助
け
と
な
る
か
、
ま
た
助
け
と
な
る
な
ら
い
か
な
る
面
で
助
け
と
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
探
っ
て
み
よ
う
と
考
え

て
い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
に
は
概
し
て
重
い
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
で
は
人
間
の
生
や
本
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性
が
否
定
的
に
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
人
間
は
い
つ
で
も
罪
人
で
あ
り
、
堕
落
の
影
響
に
捕
ら
わ
れ
て
い
る
存
在
で

あ
っ
た
。
人
間
の
肉
体
や
現
世
的
な
生
に
つ
い
て
も
概
ね
否
定
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
キ
リ
ス
ト
教
的
に
誤
っ
た

も
の
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
こ
に
は
ど
こ
か
物
足
り
な
い
も
の
が
あ
る
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
筆
者
は
人

間
の
本
性
や
生
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は
総
体
的
に
見
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
こ
う
し
た
筆

者
の
考
え
に
多
く
の
助
け
を
与
え
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
拙
稿
は
事
実
上
試
論
的
な
研
究
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
に
は
ま
だ
深
く
発
展
さ
せ
ら

れ
な
い
で
い
る
も
の
が
あ
る
と
い
っ
た
物
足
り
な
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
今
後
よ
り
深
く
研
究
を
進
め
、
希
望
や
喜
び
を
見
出
せ
な

い
で
い
る
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
新
し
く
創
意
的
な
人
間
論
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
を
志
す
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ
．
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
中
心
主
題
と
し
て
の
人
間
の
幸
福
な
ら
び
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
が
本
格
的
に
登
場
す
る
の
は
、
一
九
九
八
年
に
マ
ー
テ
ィ
ン
・
セ
リ
グ
マ
ン
（M

artin Seligm
an

）
が
心
理
学
会

会
長
と
し
て
選
出
さ
れ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
一
九
九
九
年
、
彼
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
研
究
に
関
心
の
あ
る
一
群
の
学
者
た
ち
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
び
つ
け
、
定
期
的
に
集
会
を
持
ち
始
め
た
。
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
々
に
よ
り
、
人
間
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
に
関
す
る
研
究
が

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
と
い
う
学
問
と
し
て
定
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
心
理
学
は
、
主
と
し
て
病
的
行
動
障
害
や
歪
曲
さ
れ
た
感

情
、
あ
る
い
は
劣
等
感
と
か
鬱
病
の
よ
う
な
心
的
疾
病
な
ど
の
、
人
間
の
否
定
的
諸
側
面
や
そ
れ
ら
の
治
療
に
対
し
て
深
い
関
心
を
向
け
る

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
セ
リ
グ
マ
ン
は
心
理
学
の
関
心
が
人
間
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
要
素
や
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
方
向

へ
と
転
向
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
「
ど
う
し
て
心
理
学
が
喜
び
や
勇
気
、
ま
た
幸
福
と
い
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

主
題
に
つ
い
て
研
究
し
て
は
な
ら
な
い
の
か
」
と
反
問
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
心
理
学
的
研
究
に
見
ら
れ
た
諸
傾
向
を
鋭
く
批
判
し
た
の
で
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あ
る
。
彼
は
人
間
の
行
動
に
見
ら
れ
る
弱
点
や
欠
点
を
研
究
す
る
心
理
学
か
ら
、
人
間
の
長
所
を
研
究
し
て
こ
れ
を
増
進
さ
せ
る
よ
う
な
心

理
学
へ
と
、
そ
の
焦
点
を
変
え
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
伝
統
的
な
臨
床
（
異
常
）
心
理
学
の
モ
デ
ル
か
ら
精
神
の
健
康
や
人
間
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
増
進
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
健
康
（w

ellness

）
モ
デ
ル
へ
の
移
行
で
あ
っ
た
）
3
（

。
彼
の
研
究
は
心
理
学
研
究
の
方
向
に

甚
大
な
影
響
を
与
え
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
や
幸
福
心
理
学
と
い
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方
向
の
心
理
学
を
発
展
さ
せ
る
動
因
的
役
割
を
果
た

す
も
の
と
な
っ
た
。
彼
の
努
力
の
後
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
非
常
に
短
い
期
間
に
国
際
的
な
運
動
と
な
っ
た
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
一

般
大
衆
の
間
で
相
当
の
広
ま
り
を
見
せ
、
中
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
を
ひ
と
つ
の
突
破
口
と
も
見
な
す
人
々
も
現
れ
て
、
こ
の
二
〇
年
余

り
の
間
に
こ
の
心
理
学
は
治
療
界
で
も
大
き
な
関
心
を
呼
び
起
こ
す
も
の
と
な
っ
た
）
4
（

。
社
会
で
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
に
関
す
る
多
く
の
出

版
、
研
究
、
理
論
化
の
作
業
が
始
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
多
様
な
分
野
に
影
響
を
与
え
、
ま
た
深
い
レ
ベ
ル
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
研
究
も
現

れ
つ
つ
あ
る
）
5
（

。
現
在
、
こ
の
運
動
は
爆
発
的
に
成
長
を
遂
げ
、
多
く
の
研
究
セ
ン
タ
ー
や
学
術
単
行
本
お
よ
び
事
典
類
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理

学
の
歴
史
、
大
学
の
教
科
書
、
さ
ら
に
は
ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
ど
が
続
い
て
現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
心
理
学
者
、
経
済
学
者
、
起
業
家
と
い
っ
た

人
々
に
よ
る
、
多
様
な
角
度
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
観
点
を
収
め
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
書
籍
が
い
く
つ
も
登
場
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
実
際
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
と
教
育
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
と
職
場
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
と
宗
教
、
応
用
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
心
理
学
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
と
コ
ー
チ
ン
グ
な
ど
に
関
す
る
数
々
の
書
籍
も
出
版
さ

れ
て
き
た
。
今
現
在
も
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
ま
る
で
巨
大
な
洪
水
が
押
し
寄
せ
る
か
よ
う
に
研
究
さ
れ
、
ま
た
発
表
さ
れ
つ
つ
あ
る
）
6
（

。

で
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
と
は
何
な
の
か
。
シ
ャ
イ
ブ
（K

. Scheib

）
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
に
つ
い
て
、
a
．
実
験
的
方
法
を
用

い
た
科
学
的
接
近
を
強
調
し
」、
b
．「
個
人
と
共
同
体
な
ら
び
に
制
度
的
地
平
に
お
い
て
人
間
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
寄
与
す
る
人
間
的

強
さ
や
要
素
に
対
す
る
研
究
に
焦
点
を
置
く
）
7
（

」
学
問
と
こ
れ
を
定
義
し
、
バ
ウ
ム
ガ
ー
ド
ナ
ー
（S. B

aum
gardner

）
は
「
生
の
質
を
増

進
さ
せ
る
個
人
の
特
性
、
生
の
選
択
、
生
の
環
境
、
社
会
文
化
的
条
件
を
科
学
的
に
研
究
し
、
幸
福
や
肉
体
的
・
精
神
的
健
康
、
意
味
あ
る

生
な
ら
び
に
徳
目
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
）
8
（

」
学
問
と
こ
れ
を
定
義
し
た
。
ゲ
ー
ブ
ル
（S. L. G

able

）
と
ハ
イ
ト
（J. H

aidt

）
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は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
に
つ
い
て
「
人
間
や
グ
ル
ー
プ
、
制
度
の
繁
栄
や
楽
観
的
機
能
に
寄
与
す
る
条
件
な
ら
び
に
そ
の
過
程
に
対
す
る
研

究
」
と
定
義
し
た
）
9
（

。
ス
ト
ロ
ー
ン
（B

. A
. Straw

n

）
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
重
要
な
側
面
を
以
下
の
四
点
を
も
っ
て
要
約
整
理
し
て
い

る
。
第
一
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
人
間
の
豊
か
な
生
（flourishing life

）
に
対
す
る
科
学
的
探
究
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で

あ
る
と
い
う
点
、
第
二
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
が
人
間
の
病
理
に
関
心
を
置
く
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
心
理
学
の
焦
点
と
は
違
っ
て
、
人
間
の

goodness

（
強
さ
や
徳
目
）
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
、
第
三
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
が
繁
栄
し
た
生
、
意
味
あ
る
生
、
成

就
す
る
生
を
生
き
る
よ
う
な
人
々
に
特
別
な
関
心
を
置
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
、
第
四
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
幸
福
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
、
ま
た
幸
福
の
た
め
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
、
す
な
わ
ち
幸
福
を
提
供
し
、
幸
福
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
諸
機
関
（
家
族
、
共

同
体
、
組
織
な
ど
）
を
重
要
視
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
）
10
（

。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
が
人
間
の
否
定
的
な
側
面
を
、
す
な
わ

ち
人
間
の
苦
難
の
現
実
や
病
的
側
面
を
完
全
に
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
人
間
の
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
を
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
見
な
す
の
で
あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
（C

hristopher Peterson

）
は
「
心
理
学
は
人
間

の
弱
さ
と
同
程
度
に
人
間
の
強
さ
に
も
関
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
人
間
の
生
に
お
い
て
最
も
良
く
な
い
こ
と
を
正
そ
う
と
す
る

こ
と
と
同
程
度
に
、
そ
の
最
も
良
き
こ
と
を
立
て
る
こ
と
に
も
関
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
11
（

」
と
主
張
し
て
い
る
。

そ
れ
な
ら
、
人
間
の
幸
福
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
あ
る
い
は
フ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ン
グ
（flourishing

）
な
生
を
決
定
す
る
要
因
は
何
な
の
か
。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
で
は
そ
の
要
因
を
何
と
い
う
だ
ろ
う
か
。
幸
福
の
要
因
に
は
、
心
理
的
要
因
、
社
会
的
要
因
、
生
理
学
的
要
因
、
宗

教
的
要
因
な
ど
、
多
く
の
要
因
が
あ
り
得
る
に
ち
が
い
な
い
。
シ
ャ
ー
プ
（T. Sharp

）
は
、
幸
福
の
心
理
的
要
因
と
し
て
、
自
己
の
長
所

の
活
用
、
総
体
的
か
つ
多
様
な
る
関
係
、
楽
観
的
思
考
、
自
己
の
統
制
と
受
容
な
ど
を
指
摘
し
た
）
12
（

。
ク
ォ
ン
・
ソ
ク
マ
ン
（권

석
만

）
は
、

幸
福
の
要
因
と
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
関
係
、
自
己
実
現
、
社
会
的
寄
与
、
余
暇
活
動
、
人
生
の
意
味
な
ら
び
に
霊
的
追
求
を
主
張

し
て
い
る
が
）
13
（

、
バ
ウ
ム
ガ
ー
ド
ナ
ー
（S. R

. B
aum

gardner

）
や
ク
ロ
ザ
ー
ス
（M

. K
. C

rothers

）
も
こ
れ
ら
に
類
似
し
た
幸
福
の
心

理
学
的
要
因
と
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
緒
や
思
考
、
自
己
調
節
と
自
己
統
制
、
自
己
実
現
、
密
接
な
関
係
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
生
と
心
の
整
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理
（
瞑
想
）
に
言
及
し
）
14
（

、
ま
た
セ
リ
グ
マ
ン
も
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
要
素
と
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
緒
（Positive E

m
otion

）、
没
入

（E
ngagem

ent

）、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
関
係
（R

elationships

）、
生
の
意
味
（M

eaning

）、
達
成
（A

ccom
plishm

ent / A
chievem

ent

）

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
）
15
（

。
ボ
ル
ト
（M

. B
olt

）
と
ダ
ン
（D

. S. D
unn

）
は
、
幸
福
な
ら
び
に
よ
き
生
の
要
素
と
し
て
愛
、
共
感
、
自
己
統

制
、
知
恵
、
没
入
、
幸
福
、
自
己
尊
重
、
謙
遜
、
希
望
、
友
情
そ
し
て
社
会
的
支
持
に
つ
い
て
言
及
し
）
16
（

、
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
は
、
快
楽
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
経
験
、
幸
福
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
思
考
、
性
格
の
強
さ
、
価
値
、
興
味
、
能
力
、
成
就
、
健
康
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
対
人
関
係
、
促
進

制
度
な
ど
を
列
挙
し
て
い
る
）
17
（

。
ま
た
、
コ
ン
プ
ト
ン
（W

. C
. C

om
pton

）
と
ホ
フ
マ
ン
（E

. H
offm

an

）
は
、
気
分
、
情
緒
、
余
暇
、
没

入
、
瞑
想
、
最
高
の
成
果
、
愛
、
健
康
、
創
造
性
、
美
的
・
芸
術
的
感
覚
、
回
復
の
た
め
の
弾
力
性
、
知
恵
、
性
格
、
宗
教
な
ら
び
に
霊

性
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
諸
制
度
と
い
っ
た
も
の
が
、
よ
き
生
、
幸
福
な
生
、
人
間
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
左
右
す
る
も
の
と
見
な
し
た
）
18
（

。

し
か
し
、
こ
こ
で
ひ
と
つ
の
深
刻
な
問
い
が
生
ず
る
。
果
た
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
要
因
を
増
進
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
人
間
は
幸
福
に

な
り
、
フ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ン
グ
な
生
を
享
受
す
る
こ
と
も
で
き
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
生
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
現
実
と
い
う
も
の
は
深
刻
な
ま
で
に
残
忍
で
あ
る
。
希
望
よ
り
は
絶
望
が
、
喜
び
よ
り
は
悲

し
み
が
、
幸
福
よ
り
は
不
幸
が
支
配
し
て
い
る
世
の
中
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
苦
難
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
人
間
の
ト
ラ

ウ
マ
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
も
せ
ず
、
生
の
暗
い
面
に
つ
い
て
も
語
ら
な
い
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
緒
や
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
強
さ
を
強
調
す
る

こ
と
で
、
人
間
に
は
幸
福
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
可
能
と
な
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
ウ
ォ
ン
（Paul T. P. W

ong

）
は
、
よ
り

「
成
熟
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
（m

ature positive psychology
））19
（

」
と
い
う
も
の
を
主
張
し
た
。
彼
は
次
の
よ
う
に
語
る
。「
成
熟
し
た

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
経
験
や
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
緒
だ
け
に
基
づ
く
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
経
験
と
否
定
的
経
験
に
お
い
て
弁
証
法
的
な
も
の
、
逆
説
的
な
も
の
、
そ
し
て
統
全
的
〈holistic

〉
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
勇
気
と
は
畏
れ
の
不
在
で
は
な
く
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
継
続
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
意
味
し
、
信
じ

る
こ
と
は
疑
い
の
不
在
で
は
な
く
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
信
じ
る
こ
と
の
で
き
る
力
を
意
味
し
、
楽
観
主
義
と
は
厭
世
主
義
の
不
在
の
こ
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と
で
は
な
く
、
厭
世
主
義
を
越
え
て
変
革
を
も
た
ら
し
得
る
能
力
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
）
20
（

」。
も
ち
ろ
ん
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
苦
難
を

度
外
視
し
て
、
苦
し
み
を
研
究
対
象
か
ら
排
除
す
る
も
の
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
者
の
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
は
、
す
で

に
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
者
た
ち
は
苦
し
み
に
関
心
が
な
い
の
か
）
21
（

」
と
い
う
問
い
を
自
ら
に
投
げ
か
け
、「
苦
し
み
も
幸
福
も
両
者
共
に
人

間
を
作
り
上
げ
る
部
分
で
あ
っ
て
、
心
理
学
者
た
ち
は
皆
、
両
者
に
対
し
て
関
心
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
）
22
（

」
と
要
求
し
て
い
る
。

Ⅲ
．
宗
教
は
人
間
の
幸
福
な
ら
び
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
か

セ
リ
グ
マ
ン
は
人
間
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
的
要
素
と
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
緒
、
没
入
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
関
係
、
生
の
意
味
、
成
就

と
い
っ
た
五
つ
の
諸
要
素
に
言
及
は
し
つ
つ
も
）
23
（

、
宗
教
や
霊
性
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
真
摯
に
扱
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

哲
学
的
人
間
論
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
。「
人
間
存
在
を
構
成
す

る
要
素
と
し
て
の
宗
教
の
意
味
は
、
人
間
論
が
分
離
・
独
立
し
て
い
く
過
程
で
し
ば
し
ば
後
方
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
現
代
の

人
間
論
は
、
現
代
人
が
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
宗
派
的
理
論
体
系
や
、
さ
ら
に
は
い
か
な
る
宗
教
的
主
題
に
対
す
る
既
存
の
明
示
的
な
解
答
に

つ
い
て
も
無
関
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
）
24
（

」。
と
こ
ろ
が
、
最
近
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
に
お
い
て
は
、
こ
れ
と
は
異
な
っ

た
傾
向
が
見
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
宗
教
や
霊
性
と
い
う
も
の
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
重
要
な
主
題
と
し
て
扱
う
学
者
た
ち
が
徐
々
に
増
え
つ

つ
あ
る
の
で
あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
は
、
快
楽
や
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
経
験
、
幸
福
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
思
考
、
性
格
の
強
さ
、
興
味
、
能
力
、
成

就
、
健
康
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
対
人
関
係
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
制
度
な
ど
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
重
要
な
主
題
と
し
て
扱
い
な
が
ら
も
、
そ
の

一
方
で
教
会
に
つ
い
て
扱
い
も
し
た
）
25
（

。
コ
ン
プ
ト
ン
（W

. C
om

pton

）
と
ホ
フ
マ
ン
（E

. H
offm

an

）
は
、
宗
教
や
霊
性
ま
た
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
諸
制
度
と
い
っ
た
も
の
が
、
よ
き
生
、
幸
福
な
生
、
人
間
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
左
右
す
る
も
の
と
見
な
し
た
）
26
（

。
彼
ら
が
こ
の
よ
う
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に
宗
教
や
霊
性
を
学
問
的
研
究
の
対
象
と
す
る
理
由
は
、
宗
教
や
霊
性
と
い
っ
た
も
の
が
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
人
間
の
健
康
を
強

め
、
生
を
幸
福
な
も
の
と
し
、
人
間
が
よ
き
生
（good life

）
を
生
き
る
よ
う
に
も
し
、
ま
た
生
を
意
味
あ
る
も
の
と
し
、
苦
難
や
疾
病
や

死
な
ど
に
対
す
る
際
に
は
宗
教
や
霊
性
と
い
っ
た
も
の
が
何
か
他
と
は
異
な
っ
た
様
式
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
彼
ら
が
発
見
し
た
か

ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
一
段
階
よ
り
深
い
問
い
を
投
げ
か
け
て
み
よ
う
。
宗
教
や
霊
性
と
い
っ
た
も
の
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
、
人
間
の
健

康
や
幸
福
ま
た
フ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ン
グ
な
生
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
の
だ
ろ
う
か
。
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
は
い
く
つ
も
の
研
究
を
検
討
し
た
結

果
、
以
下
の
六
つ
の
要
素
を
も
っ
て
こ
の
問
い
に
答
え
て
い
る
。
第
一
、
そ
れ
は
人
間
に
対
し
て
「
宗
教
が
社
会
的
支
援
を
提
供
す
る
」
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。「
一
般
に
社
会
的
支
援
の
よ
う
な
も
の
が
人
間
の
ス
ト
レ
ス
や
免
疫
体
系
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
与
え
る
と

い
う
こ
と
を
前
提
に
す
る
な
ら
ば
、
宗
教
共
同
体
は
人
間
の
肉
体
的
健
康
に
重
要
な
要
素
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
似
た
心
持
ち
に
あ
る

個
々
人
の
集
ま
る
一
共
同
体
の
中
で
信
仰
生
活
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
人
間
に
と
っ
て
満
足
し
得
る
生
の
根
源
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
他
の
社
会
的
支
援
体
系
と
は
異
な
っ
て
、
宗
教
的
に
派
生
し
た
社
会
的
支
援
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
支
援

関
係
の
究
極
的
根
源
、
す
な
わ
ち
助
け
は
神
か
ら
く
る
と
い
う
信
念
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
）
27
（

」。
第
二
、
そ
れ
は
宗
教
が
人
間
に

対
し
て
健
康
な
生
の
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
よ
う
に
す
る
か
ら
で
あ
る
）
28
（

。
第
三
、
そ
れ
は
宗
教
が
人
間
の
人
格
的
統
合
を
増
進
さ
せ
る
か
ら
で
あ

る
。
第
四
、
そ
れ
は
宗
教
が
生
産
性
（generativity

）
と
利
他
主
義
と
を
増
進
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
）
29
（

。
第
五
、
そ
れ
は
宗
教
が
人
間
の
ス

ト
レ
ス
や
生
の
困
難
に
対
し
て
自
分
な
り
の
独
特
な
対
処
法
を
提
示
す
る
か
ら
で
あ
る
）
30
（

。「
宗
教
は
、
人
が
予
期
し
得
ず
、
ま
た
願
い
も
し

な
い
ス
ト
レ
ス
の
要
因
に
対
し
て
希
望
を
与
え
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
、
ま
た
自
ら
の
生
を
よ
り
広
い

枠
を
も
っ
て
見
る
よ
う
助
け
、
新
し
い
目
的
や
意
味
を
作
り
出
す
こ
と
を
可
能
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
）
31
（

」。
第
六
、
そ
れ
は
宗
教
が
意
味

や
目
的
意
識
を
提
供
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
）
32
（

。
意
味
意
識
と
目
的
意
識
が
人
間
の
主
観
的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
寄
与
す
る
と
い
う
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。
意
味
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
結
局
は
究
極
的
意
味
に
つ
い
て
問
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
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宗
教
に
最
も
特
徴
的
な
意
識
な
の
で
あ
る
。

今
か
ら
、
よ
り
具
体
的
に
霊
性
や
宗
教
の
影
響
に
関
す
る
諸
実
例
を
説
明
し
て
み
よ
う
。
第
一
に
、
わ
れ
わ
れ
は
霊
性
と
か
宗
教
と
い
う

も
の
が
人
間
の
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
探
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
は
「
宗
教
的
な
信
仰
が
問
題
を
解
決
し
、
ひ
い

て
は
身
体
的
な
病
ま
で
を
も
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
人
を
助
け
る
こ
と
も
で
き
る
）
33
（

」
と
主
張
す
る
。
コ
ン
プ
ト
ン
と
ホ
フ
マ
ン
も
、
多

く
の
研
究
結
果
を
土
台
と
し
て
、
宗
教
性
と
い
う
も
の
が
人
間
の
健
康
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
強
く
及
ぼ
す
こ
と
を
認
め
て
い

る
。
つ
ま
り
、
宗
教
的
信
念
に
従
っ
て
治
療
を
拒
否
し
た
り
、
医
療
を
無
視
し
た
り
し
て
、
健
康
に
害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
信
仰
者
た
ち
の
例

は
あ
る
も
の
の
、
正
常
な
宗
教
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
宗
教
性
が
人
間
の
健
康
に
害
を
及
ぼ
す
と
い
う
証
拠
は

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
）
34
（

。
こ
こ
で
全
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
信
仰
と
感
謝
と
祈
り
と
が
人
間
の
健
康
に
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
研
究
は
少
な
く
な
い
。

第
二
に
、
わ
れ
わ
れ
は
人
間
の
幸
福
な
生
や
フ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ン
グ
な
生
と
い
う
も
の
に
対
し
て
、
非
常
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な

意
味
追
求
に
関
連
し
た
諸
論
議
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
探
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
事
実
、
人
間
は
意
味
を
追
求
す
る
存
在
で
あ
る
。「
人

生
の
意
味
や
目
的
意
識
と
い
う
も
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
の
方
向
を
提
示
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
の
生
が
大
切

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
価
値
感
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
る
）
35
（

」。
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
験
し
た
フ
ラ
ン
ク
ル
（V. E

. Frankl

）
が

生
の
意
味
を
強
調
し
、
意
味
中
心
療
法
〈
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
）
36
（

〉
を
提
案
し
て
以
来
、
生
の
意
味
に
対
す
る
科
学
的
研
究
が
漸
増
し
始
め
た
。
そ

れ
ら
の
諸
研
究
は
、
も
っ
ぱ
ら
生
に
は
意
味
や
目
的
が
あ
る
と
信
じ
る
人
々
の
方
が
よ
り
幸
福
で
あ
る
と
い
う
事
実
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の

方
が
一
般
的
に
よ
り
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
生
を
生
き
る
と
い
う
事
実
、
生
へ
の
満
足
を
享
受
し
、
生
を
よ
り
よ
く
統
制
す
る
と
い
う
事

実
、
働
き
に
つ
い
て
も
よ
り
強
く
没
頭
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
を
各
自
持
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
証
明
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
人
々
に
お
い
て
は
、
鬱
症
状
や
不
安
、
仕
事
中
毒
〈
ワ
ー
カ
ホ
リ
ッ
ク
〉、
自
殺
へ
の
衝
動
、
薬
物
乱
用
な
ど
の
否
定
的

側
面
が
よ
り
少
な
く
発
見
さ
れ
た
）
37
（

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
よ
り
重
要
な
こ
と
に
献
身
し
た
り
、
世
俗
的
な
関
心
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事
を
超
越
す
る
よ
う
な
理
想
へ
と
献
身
す
る
よ
う
な
人
々
は
、
そ
う
で
な
い
人
々
に
比
べ
て
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
意
味
意
識
を
見
せ
て
く

れ
る
人
々
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
）
38
（

。
こ
の
よ
う
な
意
識
は
、
概
し
て
宗
教
者
や
殉
教
者
に
お
い
て
よ
り
高
い
も
の
と
し
て
現
れ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
、
意
味
が
創
造
さ
れ
得
る
方
法
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
要
素
や
特
性
が
現
れ
る
時
に
、

人
は
よ
り
多
く
の
意
味
を
発
見
す
る
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
何
が
意
味
あ
る
生
を
提
供
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
に
対
し
て
、

ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
は
次
の
六
つ
の
答
を
提
示
し
て
い
る
。
a
．「
そ
れ
は
よ
り
大
い
な
る
調
和
と
一
貫
性
な
ら
び
に
同
質
感
で
あ
る
。
自
己
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
生
の
目
標
に
つ
い
て
、
よ
り
大
い
な
る
調
和
と
一
貫
性
な
ら
び
に
同
質
感
が
見
出
せ
る
時
に
、
よ
り
い
っ
そ
う
大
き

な
意
味
が
作
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
宗
教
的
態
度
は
、
ま
さ
に
生
の
異
質
的
な
諸
要
素
を
一
貫
し
た
方
向
へ
と
牽
引
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
）
39
（

」。
b
．「
隣
人
に
奉
仕
し
た
り
、
価
値
あ
る
名
分
に
対
し
て
自
己
献
身
す
る
こ
と
」
も
、
や
は
り
生
に
対
す
る
意
味
付
与
に
寄
与

す
る
こ
と
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
宗
教
者
た
ち
の
特
徴
で
も
あ
る
。
c
．
そ
れ
は
「
創
造
性
」
で
あ
る
。
新
し
い
も
の
を
作
り
出
す

こ
と
は
、
人
間
の
生
に
重
要
性
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
人
間
を
し
て
生
を
異
な
っ
た
方
法
で
経
験
す
る
よ
う
に

す
る
の
で
あ
る
。
d
．「
生
を
可
能
な
限
り
満
た
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
ま
た
深
い
も
の
と
し
て
生
き
る
こ
と
」
が
、
生
の
意
味
を
作
り
出

す
に
際
し
て
重
要
で
あ
る
）
40
（

。
e
．
苦
難
は
生
の
意
味
を
作
り
出
す
こ
と
も
で
き
る
。
苦
難
を
克
服
す
る
こ
と
で
、
人
は
自
ら
の
生
を
再
評
価

し
、
変
化
し
た
生
を
生
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
苦
難
は
自
信
を
持
つ
感
覚
を
高
揚
さ
せ
、
人
間
関
係
を
強
め
る
機
会
と
な
り
、
生
の

哲
学
を
変
え
る
契
機
と
も
な
り
得
る
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
宗
教
が
認
め
る
よ
う
に
、
苦
難
は
霊
的
成
熟
の
刺
激
剤
と
も
な
る
も
の
で
あ

る
）
41
（

。
f
．
宗
教
体
験
の
よ
う
な
も
の
が
生
の
意
味
を
増
進
さ
せ
も
す
る
）
42
（

。

第
三
に
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
霊
性
や
聖
な
る
感
性
と
い
っ
た
主
題
へ
と
移
行
し
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。
す
で
に
簡
潔
な
仕
方
で
言
及

し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
諸
現
象
は
生
に
対
し
て
意
味
を
付
与
し
た
り
、
幸
福
な
生
を
営
む
こ
と
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
機

能
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。
実
際
上
、
宗
教
や
霊
性
に
関
す
る
研
究
を
せ
ず
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
が
幸
福
と
か
生
の
意
味
を
論
じ
る
と

い
う
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
適
切
な
こ
と
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
全
世
界
の
大
部
分
の
人
々
が
神
を
信
じ
、
あ
る
い
は
宗
教
を
持
っ
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て
い
る
と
い
う
現
実
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
よ
り
い
っ
そ
う
そ
う
言
え
る
。
し
か
し
、
学
問
的
現
実
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
そ
う
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
ロ
ペ
ス
（S. J. Lopez

）
と
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
（C

. R
. Snyder

）
の
主
張
に
従
え
ば
、「
二
〇
世
紀
序
盤
の
心
理
学
者
た
ち
に
は
、

霊
性
を
無
視
し
た
り
、
霊
性
を
病
的
現
象
の
よ
う
に
見
な
し
た
り
、
霊
性
を
、
そ
の
裏
面
に
置
か
れ
て
い
る
、
よ
り
根
本
的
な
心
理
的
、
社

会
的
、
生
理
的
機
能
へ
と
還
元
す
る
こ
と
の
で
き
る
一
つ
の
過
程
と
見
な
す
傾
向
が
あ
っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
）
43
（

。
と
こ
ろ
が
状
況
は
変
わ

り
始
め
た
。
最
近
に
な
っ
て
、
霊
性
に
つ
い
て
の
研
究
が
急
増
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
ロ
ペ
ス
と
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
に
よ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は

三
つ
あ
る
）
44
（

。
第
一
に
、
そ
れ
は
「
霊
性
が
文
化
的
フ
ァ
ク
ト
（cultural fact

）
と
な
っ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
れ
は
「
実
証
的

な
諸
研
究
が
、
人
間
の
持
つ
機
能
の
諸
側
面
と
霊
性
を
連
携
さ
せ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、
そ
れ
は
「
米
国
心
理
学
会
が
宗
教
性
を
文

化
的
多
様
性
の
変
数
と
定
義
し
た
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
霊
性
と
い
う
も
の
が
そ
れ
自
体
研
究
す
る
に
価
す
る
人
間
的
動
機

と
し
て
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
）
45
（

。
実
質
的
に
、
霊
性
に
よ
る
生
活
は
人
間
の
生
と
別
も
の
で
は
な
い
。
職
場
で
の
生
活
を
営

み
、
ま
た
日
常
生
活
を
営
む
よ
う
に
、
霊
性
に
よ
る
生
活
自
体
も
人
間
の
実
存
の
一
部
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
否
認
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
し
、
否
認
し
て
も
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
心
理
学
は
、
霊
性
の
持
つ
世
界
観
や
方
法
お
よ
び
諸
価
値
を
心
理
学
の
持
つ

そ
れ
ら
の
も
の
と
引
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
多
く
の
こ
と
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
こ
と
を
認
識
し
た
社
会
科
学
者
た

ち
な
ら
び
に
精
神
の
健
康
に
関
係
す
る
専
門
家
た
ち
の
間
で
は
、
現
在
、
心
理
霊
性
的
（psycho-spiritual

）
な
諸
対
案
を
発
展
さ
せ
て
、

霊
性
的
な
諸
資
料
を
臨
床
に
お
け
る
実
践
に
統
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
宗
教
的
伝
承
に
根
づ
く
一
群
の
諸

価
値
、
構
成
要
因
（construct

）
に
つ
い
て
の
研
究
も
始
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
霊
性
と
関
連
し
た
諸
主
題
が
、
予
防
、
教
育
、
治

療
の
対
案
と
し
て
応
用
さ
れ
始
め
た
」
の
で
あ
る
）
46
（

。

そ
れ
ば
か
り
か
、
聖
な
る
感
性
、
つ
ま
り
宗
教
的
感
性
と
し
て
の
感
謝
や
赦
し
、
慈
悲
や
共
感
、
謙
遜
、
畏
敬
の
念
、
神
秘
に
対
す
る
思

い
、
回
心
に
つ
い
て
の
研
究
な
ど
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
の
諸
結
果
は
、
霊
性
と
い
う
も
の
が
ど
れ
ほ
ど
人
間
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
に
と
っ
て
助
け
と
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
）
47
（

。
感
謝
す
る
人
々
の
方
が
、
感
謝
し
な
い
人
々
よ
り
も
は
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る
か
に
憂
鬱
感
を
持
た
ず
に
お
り
、
ス
ト
レ
ス
も
よ
り
少
な
く
、
逆
に
よ
り
幸
福
な
生
を
生
き
る
傾
向
を
見
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
）
48
（

。
感
謝

が
社
会
的
関
係
を
維
持
強
化
し
、
生
に
対
す
る
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
を
示
す
多
く
の
証
拠
も
登
場
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
、
結
婚
や
家

族
治
療
を
担
当
す
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
た
ち
は
、
情
緒
的
親
密
感
や
絆
へ
の
思
い
を
強
化
す
る
手
立
て
と
し
て
、
愛
す
る
人
に
対
し
て
日
々
感

謝
を
表
現
す
る
と
い
う
訓
練
を
勧
め
て
い
る
）
49
（

。
赦
し
も
生
の
質
を
高
め
る
の
に
非
常
に
重
要
な
行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ま
ち
が
い
な

い
。
赦
し
が
な
け
れ
ば
、
怒
り
、
憤
怒
、
心
の
傷
の
よ
う
な
諸
感
情
が
人
の
生
を
疲
弊
さ
せ
、
そ
こ
で
は
敵
対
心
や
復
讐
心
だ
け
が
反
復
す

る
に
ち
が
い
な
い
）
50
（

。
最
近
の
心
理
学
で
は
、
典
型
的
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
核
心
的
価
値
と
し
て
の
恵
み
を
科
学
的
に
測
定
す
る
方
法
を
開

発
し
、
恵
み
（grace, graciousness

）
と
い
う
も
の
が
人
間
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や
精
神
の
健
康
面
に
対
し
て
い
か
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
恵
み
と
い
う
も
の
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
や
精
神
の
健
康
増
進
に
対
し
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
得
る
と
い
う
結
論
に
到
達
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
）
51
（

。
こ
れ
以
外
に
も
、

人
間
の
フ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ン
グ
や
幸
福
ま
た
肉
体
的
・
精
神
的
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
、
こ
こ
で
は
紹
介
で
き
な
か
っ
た
宗
教
的
徳
目

な
ら
び
に
霊
性
的
諸
要
素
は
多
数
存
在
す
る
。
こ
れ
ま
で
に
言
及
し
て
き
た
こ
と
を
整
理
す
る
な
ら
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
、
実
験
や
統

計
的
な
諸
方
法
を
用
い
て
、
主
観
的
経
験
あ
る
い
は
主
観
的
情
緒
と
い
え
る
宗
教
的
体
験
や
霊
性
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
徳
目
の
重
要
性
を

科
学
的
に
立
証
し
つ
つ
あ
る
と
要
約
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
。

Ⅳ
．「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
」
に
対
す
る
評
価
な
ら
び
に

　
　
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
」
の
方
法
と
原
理

喜
び
と
幸
福
、
人
間
と
被
造
物
の
フ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ン
グ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
の
重
要
な
主
題
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
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で
の
神
学
は
こ
の
問
題
に
そ
れ
ほ
ど
深
い
関
心
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
そ
こ
で
は
人
間
の
肉
体
と
生
、
ま
た
健
康
と
幸
福
に

対
す
る
否
定
的
な
認
識
が
強
か
っ
た
。
ま
た
神
学
に
お
い
て
は
、
人
間
は
救
わ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
人
間
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
事
柄
は
徹
底
し
て
否
定
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
西
欧
神
学
は
、
地
上
で
の
幸
福
に
対
し
て
は
虚
弱
か
つ

狭
小
な
教
理
し
か
持
た
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
地
上
に
お
け
る
幸
福
は
、
単
に
罪
の
赦
し
に
つ
い
て
の
信
仰
を
通
し
て
永
遠
の
裁
き
に
対

す
る
恐
れ
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
『
神
は
人
間
を
嫌
わ
れ
給
う
』
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
病
理

学
的
心
理
学
的
理
解
で
し
か
な
い
。
神
の
感
性
は
幅
広
い
概
念
で
捉
え
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
で
、
西
欧
神
学
は

幸
福
を
、
単
に
人
が
報
い
と
し
て
受
け
る
べ
き
裁
き
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
だ
け
に
制
限
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
も
、
わ
れ
わ
れ

が
神
の
十
全
に
具
現
さ
れ
た
感
性
的
生
な
る
も
の
を
認
め
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
神
学
を
通
し
て
、
神
ご
自
身
の
幸
福
の
た
め
に
人
間
の

フ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ン
グ
を
楽
し
ま
れ
る
神
の
喜
び
と
い
う
も
の
を
き
ち
ん
と
理
解
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
。
つ
ま
り
、
幸
福
と
は
、
神
と
人
間

と
が
互
い
に
相
手
を
満
た
し
合
う
こ
と
で
享
受
し
合
う
相
互
享
受
な
の
だ
と
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
）
52
（

」。

実
際
の
と
こ
ろ
、
よ
り
大
き
な
問
題
は
キ
リ
ス
ト
教
の
霊
性
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
霊
性
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
長
期
に
わ
た
っ
て
幸
福

と
敬
虔
の
分
離
、
霊
と
肉
の
分
離
を
特
徴
と
す
る
修
道
院
的
霊
性
の
こ
と
を
意
味
し
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
修
道
院
的
霊

性
は
世
俗
を
離
れ
て
「
霊
的
階
級
に
自
己
を
あ
ず
け
渡
し
、
独
身
と
貧
し
さ
と
を
も
っ
て
生
き
、
福
音
的
な
教
え
、
す
な
わ
ち
山
上
の
説
教

を
守
り
、
完
全
を
目
指
す
道
を
歩
む
べ
き
義
務
が
あ
る
と
感
じ
る
人
々
に
よ
っ
て
形
成
）
53
（

」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
で
の
霊
性
は
い

つ
で
も
「
禁
欲
と
結
び
つ
き
、
長
期
あ
る
い
は
短
期
の
断
食
、
瞑
想
や
観
照
に
基
づ
く
静
寂
な
時
間
と
結
び
）
54
（

」
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
結
局
は
「
生
を
分
裂
さ
せ
、
生
の
活
力
を
麻
痺
さ
せ
る
よ
う
な
対
立
が
生
の
た
だ
中
に
入
り
来
る
よ
う
に
な
り
）
55
（

」、「
肉
的
な
喜
び
は

い
つ
で
も
肉
体
と
同
一
視
さ
れ
）
56
（

」、「
道
徳
が
人
間
を
抑
圧
し
、
人
間
は
自
己
嫌
悪
を
通
し
て
卑
下
さ
れ
る
）
57
（

」
よ
う
な
結
果
を
招
来
し
た
の
で

あ
る
。
チ
ャ
リ
ー
の
指
摘
も
ま
た
モ
ル
ト
マ
ン
の
そ
れ
と
大
き
な
違
い
は
な
い
。
チ
ャ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
修
道
院
的
霊
性
に
お
い
て
、
幸
福

は
、
単
に
甘
き
幸
福
感
や
肉
体
的
快
楽
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
真
の
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
れ
ば
避
け
る
べ
き
も
の
と
し
て
考
え
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ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
価
値
に
つ
い
て
は
、
楽
し
み
、
喜
び
、
幸
福
な
ど
の
徳
目
が
、
平
和
、
正
義
、
平
等
、
知
恵
と
い
っ
た
徳
目
よ
り

も
下
位
に
あ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
修
道
院
的
霊
性
に
お
い
て
は
、
幸
福
と
い
う
も
の
は
た
い
し
た
も
の
で
な
く
、
低

い
価
値
し
か
な
い
も
の
、
ま
た
自
己
満
足
的
な
も
の
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
女
に
よ
れ
ば
、
本
来
の
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統

に
お
い
て
は
、
平
和
に
、
正
義
を
も
っ
て
、
公
平
に
、
賢
く
生
き
る
こ
と
こ
そ
、
ひ
と
り
の
人
間
を
幸
福
に
す
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
楽
し
む
こ
と
（enjoym

ent

）
と
良
き
も
の
（goodness

）
と
が
分
離
さ
れ
た
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
）
58
（

。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
は
異
な
っ
て
、
修
道
院
的
霊
性
の
方
は
知
的
好
奇
心
や
想
像
力
、
笑
い
の
よ
う
な
も
の
を
無
視
す
る
運
動

だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
自
然
的
欲
望
を
抑
制
す
る
た
め
に
飲
食
、
睡
眠
、
セ
ッ
ク
ス
、
友
情
、
財
産
な
ど
に
深
刻
な
ま
で
の
制
限
を
加

え
る
こ
と
を
許
す
よ
う
な
運
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
）
59
（

。
敬
虔
主
義
に
も
同
様
に
ア
ル
コ
ー
ル
、
ダ
ン
ス
、
ゲ
ー
ム
、
喫
煙
、
娯
楽
と
い
っ
た
も

の
を
概
し
て
認
め
な
い
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
し
、
そ
こ
で
は
祈
り
の
歌
や
賛
美
歌
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
他
の
音
楽
や
芸
術
な
ど

も
あ
ま
り
好
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
態
度
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
人
を
し
て
些
細
な
楽
し
み
ま
で
を
も

霊
的
に
危
険
な
も
の
と
考
え
る
よ
う
に
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
）
60
（

。
近
代
に
至
っ
て
も
、
幸
福
に
対
す
る
否
定
的

な
考
え
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
近
代
哲
学
は
、
幸
福
を
私
的
感
情
（private feeling

）

に
属
す
る
も
の
へ
と
変
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
霊
性
運
動
に
対
し
て
過
敏
な
反
応
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
経
験
や
学
問
を
も
っ
て
立
証
で

き
、
ま
た
合
理
的
に
推
論
で
き
る
情
報
の
み
を
認
識
の
範
疇
へ
と
入
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
喜
び
や
幸
福
を
放
棄
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
同
様
に
、
近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
に
お
い
て
も
、
人
間
の
理
性
や
進
歩
が
絶
対
視
さ
れ
、
人
間
の
感
性
や
感
情
は
本
質
的
な
も

の
と
判
断
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
こ
で
は
喜
び
と
か
幸
福
の
よ
う
な
人
間
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
緒
も
些
少
化
（trivialization

）
さ
れ
る

よ
う
な
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
）
61
（

。

こ
こ
で
は
、
先
に
明
ら
か
に
し
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
内
容
を
根
拠
と
し
て
、
人
間
論
に
受
容
さ
れ
る
べ
き
、
ま
た
そ
こ
で
対
話
さ
れ

る
べ
き
接
触
点
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。
第
一
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
に
お
い
て
は
宗
教
や
信
仰
お
よ
び
霊
性
の
よ
う
な
も
の
が
、
人
間
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の
生
の
幸
福
や
意
味
の
増
進
に
と
っ
て
非
常
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
か
つ
必
要
な
要
素
と
見
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
相
互

間
に
対
話
の
可
能
性
が
開
か
れ
て
お
り
、
互
い
に
寄
与
し
合
え
る
諸
要
素
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

心
理
学
は
神
学
や
キ
リ
ス
ト
教
の
人
間
論
を
再
構
成
し
、
ま
た
拡
大
す
る
こ
と
に
助
け
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
は
キ
リ
ス

ト
教
固
有
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
緒
や
思
考
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
互
い
の
学
問
的
外
延
を
広
げ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
霊
性
と
宗
教
的
生
と
が
人
間
の
意
味
あ
る
生
と
幸
福
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
多
く
の
実
験
お
よ
び
研
究
を
通
し
て
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
こ
の

こ
と
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
や
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
に
反
省
を
要
求
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
で
忘
れ
ら
れ
て
い
た
キ
リ
ス
ト

教
固
有
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
諸
感
性
や
諸
内
容
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
が
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の

徳
目
や
価
値
観
は
、
そ
の
多
く
が
キ
リ
ス
ト
教
的
徳
目
と
相
通
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
に
お
い
て
追
い
求
め
ら

れ
る
生
の
意
味
の
追
求
、
感
謝
や
幸
福
や
希
望
の
追
求
、
自
己
統
制
と
節
制
、
苦
難
と
逆
境
に
つ
い
て
の
部
分
的
肯
定
、
愛
の
関
係
な
ど

は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
目
標
と
あ
る
程
度
類
似
し
、
ま
た
相
通
じ
も
す
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
、
そ
れ
ら
を
経
験
科
学
的
に
証
明
し
立
証

し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
を
適
切
に
利
用
す
る
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
や
そ
の
人
間
論
は
む
し

ろ
キ
リ
ス
ト
教
的
価
値
観
を
合
理
的
に
弁
証
し
、
そ
れ
を
説
明
す
る
こ
と
に
多
く
の
助
け
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
か
ら
得
ら
れ
る
に
ち
が
い

な
い
の
で
あ
る
。
第
三
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
人
間
の
生
、
苦
難
な
ど
に
対
し
て
意
味
を
付
与
し
得
る
契
機
を
作
り
与
え
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
人
間
が
被
る
苦
難
や
痛
み
と
い
う
も
の
を
う
ま
く
克
服
で
き
る
よ
う
な
機
会
を
提
供
し
て
く

れ
た
。
こ
れ
こ
そ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
課
題
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
の
役
割
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
は
、
人
間
の

苦
難
を
意
味
あ
る
人
間
論
の
一
主
題
と
し
て
扱
う
よ
り
は
、
概
し
て
神
義
論
に
お
い
て
人
間
の
苦
難
を
扱
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
苦

難
や
苦
し
み
と
い
う
も
の
が
ど
れ
ほ
ど
人
間
の
生
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
た
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
と
し
て
よ
り

は
、
神
は
全
能
で
あ
ら
れ
る
の
に
、
な
ぜ
人
間
は
苦
難
を
被
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
神
義
論
的
な
問
題
と
し
て
こ
れ
を
見
な
そ
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う
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
は
、
人
間
の
生
の
一
側
面
と
し
て
の
苦
難
や
苦
し
み
を
人
間
論
の
重
要
な
主
題

と
し
て
扱
う
こ
と
で
、
予
期
し
え
な
い
苦
難
を
も
う
ま
く
克
服
し
て
い
け
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。
第
四
、
日
常
の
生
に
意
味
づ
け
を

す
る
と
い
う
こ
と
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
果
た
し
た
大
き
な
貢
献
で
あ
る
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
は
、
幸
福
に
つ
い
て
こ
の
上
な
く
日
常

的
な
こ
と
、
つ
ま
り
結
婚
や
家
庭
、
職
場
の
よ
う
な
場
で
の
日
常
的
な
幸
福
を
追
求
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
が
心

の
安
ら
か
さ
や
健
康
を
増
進
さ
せ
る
こ
と
に
関
心
を
傾
け
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
最
近
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
い
て
現
れ
つ
つ

あ
る
日
常
に
つ
い
て
の
強
調
と
相
当
に
相
通
じ
る
も
の
と
言
え
る
に
ち
が
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
土
台
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
要
約
す
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
の
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
筆
者
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
の
原
理

と
方
法
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
再
び
陳
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
第
一
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
は
、
人
間
の
本
性
の
問
題
に

の
み
関
心
を
向
け
る
も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
生
の
全
体
を
扱
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
は
、
概
し
て
人
間
の
本

性
に
対
し
て
よ
り
多
く
の
関
心
を
向
け
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
は
人
間
を
否
定
的
に
、
ま
た
堕
落
し
た
存
在
と
し
て
描
写
す
る
こ
と
に

多
く
の
関
心
を
傾
け
て
き
た
。
し
か
し
、
人
間
は
人
間
の
本
性
を
も
っ
て
の
み
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
。
第
二
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
人
間
論
は
、
苦
難
、
悲
し
み
、
苦
し
み
の
よ
う
な
人
間
の
否
定
的
な
生
の
姿
を
、
単
に
否
定
的
な
も
の
と
見
な
す
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

そ
れ
を
克
服
し
て
よ
り
よ
い
生
を
営
め
る
段
階
を
人
間
が
望
め
る
よ
う
に
し
、
ま
た
苦
し
み
痛
む
生
を
自
ら
の
生
と
し
て
受
け
容
れ
ら
れ
る

よ
う
に
も
し
、
苦
難
の
中
に
あ
っ
て
も
自
己
の
生
の
意
味
を
発
見
す
る
よ
う
に
す
る
試
み
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
多
く
の

挑
戦
や
危
機
に
直
面
す
る
中
で
、
生
き
る
に
値
す
る
生
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
真
に
嬉
し
く
幸
福
な
生
と
は
何
な
の
か
、
ま
た
本

当
に
意
味
あ
る
真
の
生
と
は
何
で
あ
り
、
生
に
お
い
て
苦
難
や
悪
を
ど
う
解
釈
す
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
研
究
課
題
と
す
る
作
業
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
第
三
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
論
は
、
自
死
、
安
楽
死
、
生
命
の
ク
ロ
ー
ン
な
ど
の
よ
う
な
主
題
よ
り
は
、
喜
び
や
幸
福
、
感

謝
や
愛
、
ま
た
希
望
の
よ
う
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
情
緒
に
対
し
、
よ
り
多
く
の
関
心
を
傾
け
る
生
の
神
学
、
生
命
の
神
学
で
あ
る
。
第
四
、
し
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か
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
は
、
個
人
の
幸
福
や
喜
び
、
あ
る
い
は
個
人
の
フ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ン
グ
・
ラ
イ
フ
を
重
視
し
つ
つ

も
、
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
け
を
目
標
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
現
世
的
・
物
質
的
な
幸
福
、
肉
体
の
健
康
、
精
神
の
安
寧
な
ど
を
含
み
な

が
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
け
を
追
求
す
る
と
い
う
の
で
も
な
い
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
論
は
、
そ
れ
ら
の
も
の
を
排
除
し
た
り
罪
悪
視

し
た
り
も
せ
ず
に
、
し
か
も
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
語
ろ
う
と
す
る
試
み
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
共
同
体
の
幸
福
と
共
に
、
精
神
的
、
霊

的
、
彼
岸
的
な
シ
ャ
ロ
ー
ム
や
喜
び
と
い
っ
た
も
の
も
幸
福
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
。
第
五
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
論
で
は
、
人
間
を
罪
と
堕

落
に
染
ま
っ
た
存
在
と
し
て
定
義
し
た
り
、
ま
た
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
行
為
に
よ
っ
て
招
来
さ
れ
る
も
の
は
否
定
的
な
も
の
で
し
か
な
い
と
い

う
よ
う
な
存
在
と
し
て
人
間
を
定
義
し
た
り
は
し
な
い
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
論
は
、
人
間
を
神
の
目
に
は
極
め
て
善
く
ま
た
良
い
被
造
物

と
し
て
、
ま
た
生
育
繁
栄
を
享
受
す
る
た
め
の
生
を
付
与
さ
れ
、
神
の
息
に
よ
っ
て
生
き
ま
た
生
き
て
い
く
被
造
物
と
し
て
定
義
す
る
創
造

神
学
的
人
間
論
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
論
で
は
、
神
の
似
姿
と
し
て
の
人
間
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
解

釈
が
試
み
ら
れ
る
。
人
間
に
お
け
る
神
の
似
姿
は
、
伝
統
的
に
は
人
間
が
所
有
す
る
理
性
や
意
志
、
感
情
あ
る
い
は
関
係
性
、
責
任
性
な
ど

を
も
っ
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
人
間
の
神
の
似
姿
は
罪
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
の

か
、
あ
る
い
は
形
式
的
に
で
も
そ
れ
は
人
間
に
残
っ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
を
通
し
て
、
多
く
の
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
論
で
は
、
霊
や
肉
、
本
性
や
生
な
ど
の
全
て
を
含
む
人
間
そ
れ
自
体
が
神
の
似
姿
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
堕
罪

以
後
も
神
の
そ
の
似
姿
は
人
間
に
お
い
て
失
わ
れ
て
は
い
な
い
と
い
う
立
場
が
堅
持
さ
れ
る
。
ま
た
、
神
の
似
姿
と
い
う
概
念
の
説
明
に
お

い
て
は
、
そ
れ
が
何
よ
り
も
他
の
似
姿
で
は
な
く
、
ま
さ
に
「
神
の
」
似
姿
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合

の
神
概
念
と
は
、
喜
び
給
い
、
幸
せ
を
感
じ
給
い
、
愛
と
分
か
ち
合
い
と
親
し
き
交
わ
り
と
を
そ
の
属
性
と
し
給
う
よ
う
な
神
の
こ
と
で
あ

る
。
喜
び
給
う
神
の
似
姿
が
ま
さ
に
人
間
な
の
で
あ
る
。
第
六
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
論
は
、
人
間
の
シ
ャ
ロ
ー
ム
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

あ
る
い
は
幸
福
の
完
全
な
回
復
を
最
終
目
標
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
人
間
論
に
お
い
て
は
伝
統
的
な
神
学
に
お
け
る
堕
罪
と
罪
の
教
理
が

度
外
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
こ
れ
を
人
間
の
運
命
の
最
終
段
階
と
し
て
で
は
な
く
、
最
終
以
前
の
段
階
の
も
の
と
見
な
す
だ
け
で
あ
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る
。
こ
の
人
間
論
は
、
罪
と
堕
罪
と
を
人
間
の
条
件
の
非
本
来
的
な
様
相
と
認
め
つ
つ
も
、
人
間
に
罪
意
識
を
注
入
し
た
り
、
人
間
の
原
初

的
不
安
や
堕
罪
意
識
を
強
め
て
、
そ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
は
、
救
い
、
解
放
、
自
由
、
復
活
、
永
遠

の
安
息
と
い
う
喜
び
が
よ
り
究
極
的
な
関
心
事
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
七
、
こ
の
人
間
論
で
は
、
個
人
の
幸
福
に
集
中
す
る
あ
ま

り
、
人
間
を
取
り
囲
む
社
会
構
造
的
な
悪
や
苦
し
み
な
ど
が
無
視
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
こ
で
は
社
会
構
造
的
悪
の
克

服
が
人
間
の
幸
福
を
も
た
ら
し
得
る
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
論
で
は
個
人
の
幸
福
で
あ
ろ

う
と
社
会
共
同
体
的
幸
福
で
あ
ろ
う
と
、
人
間
の
能
力
に
よ
っ
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
幸
福
や
完
全
な
喜
び
が
可
能
と
な
る
と
い
っ
た
ユ
ー
ト
ピ

ア
ニ
ズ
ム
は
排
撃
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
こ
で
は
人
間
の
究
極
的
な
幸
福
は
超
越
的
恩
寵
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
信
じ
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
第
八
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
で
は
、
日
常
的
人
間
の
生
の
大
切
さ
が
強
調
さ
れ
る
。
事
実
、
キ
リ
ス
ト
教

の
人
間
論
に
お
い
て
、
人
間
は
歴
史
や
自
然
な
ど
を
通
し
て
起
こ
る
神
の
巨
大
な
救
い
の
ド
ラ
マ
の
主
役
で
あ
っ
た
。
人
間
の
日
常
的
生
に

つ
い
て
の
物
語
は
、
神
学
や
人
間
論
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
聖
書
に
お
い
て
語
ら
れ
る
人
間
の
救
い
あ
る
い
は
シ
ャ
ロ
ー
ム

は
、
究
極
的
に
は
神
と
人
間
と
の
関
係
回
復
を
指
す
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
日
常
へ
の
回
復
、
あ
る
い
は
普
通
の
生
へ
の
回
復
も
や
は
り
決

し
て
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
聖
書
で
は
、
ひ
と
り
の
人
間
が
病
か
ら
解
き
放
た
れ
る
こ
と
も
、
日
常
的
な
人
間
関
係
が
回
復
さ
れ
る

こ
と
も
、
よ
く
生
き
る
こ
と
も
、
特
別
な
出
来
事
な
く
し
て
安
全
に
日
常
の
生
を
営
む
こ
と
も
、
救
い
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
新
約
の
平
和

や
祝
福
に
お
い
て
は
、
神
と
の
関
係
回
復
を
通
し
た
救
い
を
意
味
す
る
霊
的
な
意
味
合
い
が
強
い
が
、
旧
約
の
シ
ャ
ロ
ー
ム
や
祝
福
に
お
い

て
は
、
現
世
的
、
物
質
的
、
日
常
的
な
意
味
合
い
が
強
い
。
し
た
が
っ
て
、
聖
書
に
お
い
て
語
ら
れ
る
人
間
の
生
を
よ
り
正
確
に
探
究
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
と
の
対
話
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
論
の
提
示
に
お
い
て
も
大
き
く

寄
与
す
る
こ
と
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。
第
九
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
に
お
い
て
は
、
霊
肉
二
元
論
で
は
な
く
、
統
全

的
〈holistic

〉
人
間
観
に
基
づ
く
人
間
論
が
提
示
さ
れ
る
。
霊
魂
と
肉
体
を
分
離
し
て
、
霊
魂
の
優
位
性
な
ら
び
に
肉
体
性
の
無
視
へ
と

続
く
伝
統
的
人
間
観
は
、
肉
体
的
健
康
や
幸
福
な
ど
、
極
め
て
人
間
的
な
生
を
無
視
す
る
傾
向
を
見
せ
て
き
た
。
第
十
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
キ
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リ
ス
ト
教
人
間
論
は
、
人
間
の
生
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
死
ま
で
も
が
共
に
考
慮
さ
れ
る
人
間
論
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
に
と
っ
て
は
健

康
で
幸
福
に
「
よ
く
生
き
る
こ
と
」（good life

）、「
意
味
深
く
生
き
る
こ
と
」（m

eaningful life

）
も
重
要
で
あ
る
が
、「
よ
く
死
ぬ
こ
と
」

（w
ell-dying

）
も
ま
た
極
め
て
重
要
な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
人
間
の
生
は
、
決
し
て
死
と
分
け
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
死
も
ま
た

生
と
分
離
さ
せ
て
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
よ
く
死
ぬ
こ
と
は
よ
く
生
き
る
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

ま
た
よ
く
生
き
る
こ
と
は
よ
く
死
ぬ
こ
と
に
お
い
て
そ
の
意
味
が
い
っ
そ
う
強
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
十
一
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
論

は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
挑
戦
、
動
機
、
意
図
か
ら
刺
激
を
受
け
得
る
と
は
い
え
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
体
系
や
そ
の
方
法
論
に
無
条

件
に
従
い
ゆ
く
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
あ
る
部
分
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
特
性
を
よ
く
表
す
キ
リ
ス
ト
論
を
土

台
と
し
、
三
位
一
体
論
的
人
間
論
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

Ⅴ
．
結
論
――
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
」
の
土
台
と
し
て
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

結
論
に
至
っ
た
今
、
結
び
に
代
え
て
、
序
論
を
始
め
る
よ
う
に
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
」
の
土
台
を
簡
潔
に
語
り
、
こ
の

論
文
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
が
筆
者
の
人
間
論
の
結
び
と
な
る
と
同
時
に
、
別
の
始
ま
り
と
な
る
に
ち
が
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。
語
る
ま
で
も
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の
特
性
を
よ
く
表
す
キ
リ
ス
ト
教
教
理
は
キ
リ
ス
ト
論
で
あ
る
。
そ
れ
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
論
の
無
い
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
問
い
は
、
で
は
な
ぜ
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間

論
」
の
土
台
と
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
に
受
肉
に
あ
る
。
受
肉
と
は
、
文
字
通
り
神
が
人
間
と
な
ら
れ
た
こ

と
、
ま
た
肉
体
を
ま
と
い
人
間
世
界
、
物
質
世
界
に
来
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
人
間
に
対
す
る
、
ま
た
肉
体
お
よ
び
物
質

世
界
に
対
す
る
神
の
最
上
の
肯
定
を
意
味
す
る
。
第
二
に
、
そ
の
理
由
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
働
き
に
あ
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
働
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き
は
、
も
ち
ろ
ん
単
に
人
間
の
た
め
だ
け
の
働
き
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
に
せ
よ
、
人
間
が
イ
エ
ス
の
働
き
の
核
心
的
対
象
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
は
神
の
国
を
宣
べ
伝
え
た
。
彼
に
と
っ
て
の
神
の
国
は
、
上
か
ら
奇
跡
的
に
こ
の
地
上
へ
臨
む

と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
地
上
に
生
き
る
病
者
、
死
に
直
面
し
た
人
、
傷
つ
い
た
人
、
疎
外
さ
れ
た
人
を
回
復
す
る
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
。
汚
れ
た
霊
に
取
り
つ
か
れ
た
ゲ
ラ
サ
人
の
回
復
〈
ル
カ
八
・
二
六
―
三
九
〉
は
、
こ
の
こ
と
を
見
事
に
立
証
す
る
も
の
で
あ

る
。
彼
は
霊
肉
共
に
病
に
侵
さ
れ
、
人
間
関
係
も
喪
失
し
、
憤
怒
と
憎
悪
と
自
己
虐
待
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
人
だ
っ
た
。
イ
エ
ス

は
彼
の
と
こ
ろ
に
来
て
、
彼
の
抱
え
る
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
回
復
し
て
あ
げ
た
。
彼
は
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
人
間
な
ら
皆
持
つ
は
ず
の
あ
ら
ゆ
る

事
柄
を
回
復
し
て
も
ら
え
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
喜
び
の
感
性
ま
で
も
回
復
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
要
す
る
に
、
彼
に
お
い
て
は
全
人
格

的
な
回
復
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
働
き
は
全
人
的
に
人
間
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
回
復
さ
せ
る

働
き
だ
っ
た
。
第
三
に
、
十
字
架
と
復
活
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
十
字
架
と
復
活
こ
そ
は
、
人
間
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
給
う
た
神
の

自
己
謙
卑
、
神
の
自
己
犠
牲
、
人
間
へ
と
向
か
う
最
高
の
愛
の
表
現
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
今
に
至
る
ま
で
十
字
架
は
い

つ
で
も
否
定
的
な
も
の
と
し
て
描
写
さ
れ
続
け
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
復
活
の
神
学
は
神
学
か
ら
ほ
ぼ
消
え
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
キ

リ
ス
ト
教
神
学
は
初
め
か
ら
キ
リ
ス
ト
論
に
集
中
す
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
中
心
に
は
い
つ
で
も
十
字
架
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
希
望
と
喜
び
の
象
徴
で
あ
る
復
活
の
神
学
に
対
し
て
深
い
関
心
を
置
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
特
に
、
ル
タ
ー
派
の
教
会
に
お
い
て
は
、

「
十
字
架
が
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
試
み
る
」
と
い
う
命
題
か
ら
も
見
え
て
く
る
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
十
字
架
が
神
学
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
ル
タ
ー
派
の
教
会
で
は
「
十
字
架
に
関
す
る
御
言
葉
が
説
教
の
中
心
と
な
り
、
や
や
も
す
れ
ば
復
活
の
使
信
は
遠
く
背
後
に
押
し
や

ら
れ
て
し
ま
う
）
62
（

」
と
い
っ
た
こ
と
が
当
然
の
運
命
と
し
て
あ
っ
た
。
ペ
ー
ル
マ
ン
（G

. H
. Pöhlm

ann

）
は
西
欧
神
学
が
十
字
架
に
関
し
て

過
分
に
強
調
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
十
字
架
の
み
を
過
分
な
ま
で
に
浮
き
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
西
欧
の
伝

統
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
強
調
が
無
理
な
ほ
ど
に
大
き
く
な
っ
た
た
め
、
復
活
は
十
字
架
に
お
い
て

す
で
に
起
こ
っ
た
救
い
に
つ
い
て
の
、
単
な
る
同
語
反
復
へ
と
格
下
げ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
）
63
（

」。
十
字
架
に
つ
い
て
の
無
理
な
強
調
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と
復
活
の
神
学
の
軽
視
と
は
、
結
局
は
、
暗
く
、
暗
鬱
な
る
神
学
の
十
字
架
を
意
味
す
る
こ
と
へ
と
つ
な
が
る
。
復
活
の
神
学
の
喪
失
に
よ

り
、
神
学
が
依
然
と
し
て
、
墓
と
共
に
あ
る
神
学
と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
も
問
題
で
は
あ
る
が
、
十
字
架
の
解
釈
と
し
て
の
十
字
架
の

神
学
自
体
に
も
問
題
の
余
地
は
多
い
。
正
確
に
い
う
な
ら
ば
、
十
字
架
を
強
調
す
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
十
字
架
に
つ
い
て
の
行

き
過
ぎ
た
強
調
、
つ
ま
り
苦
行
的
で
人
間
に
厳
粛
さ
を
要
求
す
る
ほ
ど
に
十
字
架
を
強
調
す
る
と
い
う
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
は
、
外
見
上
は
悲
し
み
の
出
来
事
で
あ
り
、
悲
劇
的
な
出
来
事
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
積
極
的
に
解
釈
す
る
な

ら
、
恵
み
で
あ
り
、
感
謝
で
あ
り
、
真
に
喜
び
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
神
学
に
お
い
て
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字

架
は
、
い
つ
で
も
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
な
さ
れ
た
、
あ
の
方
の
出
来
事
と
理
解
さ
れ
、
あ
の
方
の
苦
難
と
痛
み
と
死
と
に
そ
の
意
味
が
置
か

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
十
字
架
が
わ
れ
わ
れ
に
い
か
な
る
結
果
と
意
味
と
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
充
分

熟
考
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
に
何
ら
か
の
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
、
あ
の
方
の
出
来
事
へ
と
再
び
後
戻
り
す
る
こ

と
は
し
た
。
具
体
的
に
い
う
な
ら
、
十
字
架
は
人
間
の
救
い
と
幸
福
の
た
め
の
神
の
満
足
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
神
の
刑
罰
な
ら
び
に
賠
償

だ
っ
た
の
で
あ
り
、
神
の
犠
牲
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
神
の
代
理
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
神
の
行
為
と
し
て
、
イ
エ
ス
は
十
字
架
に
架

け
ら
れ
、
死
ん
だ
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
イ
エ
ス
の
受
難
の
金
曜
日
は
、
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
い
つ
で
も
悲
し
い
日
だ
っ
た
し
、
厳
粛
な

日
だ
っ
た
し
、
苦
行
の
日
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
十
字
架
は
、
神
が
神
を
通
し
て
経
験
し
給
う
た
出
来
事
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
、
究
極
的
に
は
、
そ
の
変
化
と
影
響
が
現
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
出
来
事
な
の
で
あ
る
。
十
字
架
の
金
曜
日
は
、
わ
れ
わ
れ
の

救
い
と
赦
し
、
そ
し
て
解
放
が
起
こ
さ
れ
た
日
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
日
は
悲
し
み
の
日
で
は
な
く
、
感
激
と
喜
び
と
幸
福
と
感
謝

の
日
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
神
学
に
お
い
て
喜
び
や
幸
福
が
喪
失
さ
れ
て
い
た
の
は
、
十
字
架
の
意
味
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
味
が
喪

失
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
そ
の
原
因
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
論
と
は
、
十
字
架
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
再
解
釈
し
よ
う
と
す
る

試
み
で
あ
り
、
人
間
の
希
望
に
対
す
る
約
束
の
表
現
と
し
て
、
復
活
の
神
学
を
強
調
す
る
作
業
な
の
で
あ
る
。

序
論
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
拙
稿
は
試
論
的
な
論
稿
で
あ
る
。
今
後
、
筆
者
は
こ
れ
を
も
う
少
し
補
完
の
上
拡
大
し
、
よ
り
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体
系
的
か
つ
深
度
あ
る
人
間
論
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
拙
稿
は
、
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
の
再
考
を
促
す
こ
と
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
微
弱
な
も
の
と
は
い
え
、
そ
の
役
割
は
果
た
し
た
も
の
と
考
え
る
。
喜
び
の
宗
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ま

た
喜
び
の
知
ら
せ
と
し
て
の
福
音
に
ふ
さ
わ
し
い
喜
び
の
人
間
論
が
、
今
後
よ
り
い
っ
そ
う
論
議
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
訳
注

（
訳
注
1
） 〈　
　

〉
は
翻
訳
者
の
挿
入
。

（
訳
注
2
） 

本
稿
で
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
と
訳
さ
れ
た
言
葉
は
、
韓
国
語
「긍

정

〈
肯
定
〉」
の
訳
語
で
あ
る
。

（
訳
注
3
） 

本
訳
稿
で
「
霊
性
、
霊
的
」
と
訳
さ
れ
た
言
葉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
韓
国
語
「영

성
, 영

적

」
の
直
訳
で
あ
る
。

 

訳
者
は
、
こ
の
「
霊
性
、
霊
的
」
に
相
当
す
る
言
葉
が
日
本
で
は
広
く
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
」
と
表
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
も
、
韓
国
語
の
言
葉
の
持
つ
意
味
の
幅
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
「
霊
性
、
霊
的
」
と
い
う
訳
語

を
採
用
し
た
。

（
訳
注
4
） 

本
訳
稿
で
「
フ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ン
グ
」「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
言
葉
は
、
韓
国
語
で
も
同
様
の
外
来
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
注

※ 

こ
の
論
文
は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
と
神
学
の
対
話
を
通
し
た
キ
リ
ス
ト
教
人
間
論
の
定
立
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
心
理
学
に
つ
い
て
の
紹
介
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
本
論
文
の
第
Ⅱ
章
は
筆
者
の
韓
国
語
論
文
「긍

정
심

리
학

과

 신
학

의

 대
화

에

 기
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초
한

 긍
정

신
학

（theologia positiva

）의

 시
론

적

（
試
論
的
）연

구

〈
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
と
神
学
の
対
話
に
基
づ
く
肯
定
神
学
（theologia 

positiva

）
の
試
論
的
研
究
〉」＜

한
국

조
직

신
학

논
총

〈
韓
国
組
織
神
学
論
叢
〉＞

（
49
集
、
二
〇
一
八
年
、
一
月
）、
一
二
―
一
八
頁
に
掲
載
さ

れ
た
も
の
を
若
干
修
正
の
上
補
完
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
Ⅲ
章
も
同
様
に
筆
者
の
韓
国
語
論
文
「행

복
, 기

쁨
, 플

러
리

싱

（flourishing

）, 그
리

고

 교
회

: 신
학

과

 긍
정

심
리

학
과

의

 대
화

에

 기
반

한

 긍
정

교
회

론
의

 시
도

〈
幸
福
、
喜
び
、
フ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ン
グ
（flourishing

）、
そ

し
て
教
会
：
神
学
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
対
話
に
基
づ
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
教
会
論
の
試
み
〉」、＜

선
교

와

 신
학

〈
宣
教
と
神
学
〉＞

（
42
集
、

二
〇
一
七
年
、
六
月
）、
七
九
―
八
五
頁
の
内
容
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
明
ら
か
と
す
る
。

（
1
） C

hristopher A
. B

eeley, “C
hrist and H

um
an Flourishing in Patristic T

heology, ” Pro E
cclesia X

X
V

（2

）, Spring 2016, 126.

（
2
） E

llen T. C
harry, “Positive Psychology and C

hristian T
heology: A

n E
xchange of G

ifts, ” in G
illies A

m
bler et al.

（ed.

）, Flourishing 
in Faith: T

heology E
ncountering Positive Psychology

（O
regon: C

ascade B
ooks, 2017

）, 3.

（
3
） A

lfred R
. B

runsdon, “A
 T

hree M
usketeering A

pproach to Pastoral C
are: R

eflections on C
ollaboration betw

een Pastoral C
are, 

N
arrative T

herapy and Positive Psychology, ” Verbum
 et E

cclesia 35

（1

）, 2014, 7.

（
4
） Ibid., 7.

（
5
） Stephen Joseph

（ed.

）, Positive Psychology in Practice: Prom
oting H

um
an Flourishing in W

ork, H
ealth, E

ducation, and E
veryday 

Life

（H
oboken N

J: John W
iley &

 Sons, 2015

）.

（
6
） Ibid., 17

―19.

（
7
） K

aren Scheib, “A
ll shall be W

ell: Flourishing and W
ellbeing in Positive Psychology and Fem

inist N
arrative Pastoral T

heology, ” 

T
he Journal of Pastoral T

heology 24

（2

）, w
inter 2014, 2

―1

―2
―17, 2

―4.

（
8
） M

arie C
rothers Steve B

aum
gardner, Positive Psychology

（Prentice H
all, 2010

）, 9.

（
9
） Shelly L. G

able &
 Jonathan H

aidt, W
hat

（and W
hy

）Is Positive Psychology?

（2005

）. C
harles H

. H
ackney, “Possibilities for a 

C
hristian Positive Psychology, ” Journal of Psychology and T

heology 35, 2007, 211

―221, 213 

か
ら
の
再
引
用
。

（
10
） B

rent A
. Straw

n, T
he B

ible and T
he Pursuit of H

appiness: W
hat the O

ld and N
ew

 T
estam

ents T
each U

s about the G
ood Life

（O
xford U

niversity Press, 2012

）, 21.

（
以
下
、Straw

n

と
略
）
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（
11
） C

hristopher Peterson, A
 Prim

er in Positive Psychology, 문
용
린

 김
인

자

 백
수
현

〈
ム
ン
・
ヨ
ン
ニ
ン
、
キ
ム
・
イ
ン
ジ
ャ
、
ペ
ク
・
ス

ヒ
ョ
ン
〉
訳, 『긍

정
심

리
학

 프
라
이

머

〈
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
プ
ラ
イ
マ
ー
〉』,

（안
양

〈
ア
ニ
ャ
ン
〉: 물

푸
레

〈
ム
ル
プ
レ
〉, 2010

）. （
以
下
、

peterson

と
略
）

（
12
） T. Sharp, T

he H
appiness H

andbook: Strategies for a H
appy Life. 박

병
기

〈
パ
ク
・
ビ
ョ
ン
ギ
〉
訳, 『행

복
심

리
학

〈
幸
福
心
理
学
〉』,

（서
울

: 인
간
사
랑

〈
ソ
ウ
ル
：
人
間
サ
ラ
ン
〉, 2008

）.

（
13
） 권

석
만

〈
ク
ォ
ン
・
ソ
ク
マ
ン
〉, 『긍

정
심

리
학

: 행
복

의

 과
학

적

 탐
구

〈
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
：
幸
福
の
科
学
的
探
究
〉』,

（서
울

: 학
지

사

〈
ソ
ウ
ル
：
ハ
ク
ジ
社
〉, 2009

）.

（
14
） S. R

. B
aum

gardner &
 M

. K
. C

rothers, Positive Psychology, 안
신

호

 외

 7
인

공
역

〈
ア
ン
・
シ
ン
ホ
他
、
七
人
共
訳
〉, 『긍

정
심

리
학

〈
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
〉』,

（서
울

: 시
그
마
프
레
스

〈
ソ
ウ
ル
：
シ
グ
マ
プ
レ
ス
〉, 2009

）.

（
15
） M

artin Seligm
an, A

uthentic H
appiness: U

sing the N
ew

 Positive Psychology to R
ealize Your Potential for Lasting Fulfillm

ent, 김
인
자

, 

우
문

식

〈
キ
ム
・
イ
ン
ジ
ャ
、
ウ
・
ム
ン
シ
ク
〉
訳, 『마

틴

 셀
리

그　
만

의

 긍
정

심
리

학

〈
マ
ル
テ
ィ
ン
・
セ
リ
グ
マ
ン
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心

理
学
〉』,

（물
푸
레

〈
ム
ル
プ
レ
〉, 2011
）.  
特
に M

artin Seligm
an, Flourish: A

 V
isionary N

ew
 U

nderstanding of H
appiness and W

ell-

being, 김
인

자
, 우

문
식

〈
ウ
・
ム
ン
シ
ク
、
ユ
ン
・
サ
ン
ウ
ン
〉
訳, 『마

틴

 셀
리
그
만
의

 플
로
리
시

〈
マ
ル
テ
ィ
ン
・
セ
リ
グ
マ
ン
の
フ
ラ
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